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1. ウロペーパーによる原 pHおよび蛋白定量の
使用経験
峰英二，北村温， 
小山千明， 0妹尾素淵(九段坂病院〉
尿 pHおよび蛋白定性ならびに半定量ができると
いうウロペーパー(反応部には MR液， BTB液の
6:4の混合液，蛋白検査部には，テトラ・ブロん
フェノーJレ・ブ、Jレー，クエン酸緩衝液をしませ蛋白
誤差法に基づく〉の結果と検査室の結果〈リトマス
紙法，ズ、Jレホ法)とを比較し，つぎの結論を得た。
① pHについては酸性の一致率は高率であるが，
pHの増加に従い一致率はきわめて悪くなる。
②蛋白半定量については，ほぼ 88%が一致し
たが，ウロペーパーに示される 15mgjdl以下の低
濃度と 100mgjdl以上の高濃度では蛋白定性ならび
に半定量は不正確となる。すなわち 15mgjdl.....10 
mgjdlの聞のものに対してはかなり正確に出る。
このことを承知の上で，スクリーニング用として使
用するなら有効と思われた。
質問 百瀬剛一(司会者〉
総括的なことを峰先生よりお話願います。なおウ
ロペーパーの Costは?
追加答弁峰英二(九段坂病院〉
われわれは始めには臨床検査室を持たない，開業
あるいは診療所などの臨床医家が簡単にできる検査
法として，本ウロペーパーAを取り上げて，本法の
確実性を検査したのであるが，本実験を総合して，
この程度の確実さがあれば，十分使用にたえ得るも
のと考える。
現在各所の学校，病院，あるいは大病院にでも使
用しておられるとのことで，尋ねてみましたところ
外来のスクリーニングテスト用に使用しておられ，
陽性のもののみ定量するという方法を取られてお
り，検査物の多量な検査室，検査員の手不足などの
場合には良い方法と考える。なお Costは200枚 
1000円程度である。
2. 畢丸腫壌の 1音IJ検例
平岡 真，山崎隆治， 
O村上信乃(東京厚生年金病院〉
症例は 28才男子で，左半身のしびれ感，歩行障
害，頑聞な頭痛を主訴として来院，右皐丸腫療の診
断で右除皐術を施行したが，術後 13日自にて死亡 
した。剖検にて淋巴腺転移は全く見られなかった
が，血行性転移が，脳，肝臓，肺，腎，牌臓に見ら
れた。組織学的には原発腫療は崎型癌であったが，
転移巣は上皮性の胎生癌の像であった。これについ 
て，本邦皐丸腫湯の剖検例， 104例についての文献 
的考察を行なった。 
3. 前立腺癌のホルモン療法 
0北原敬二，神谷定治，伊藤弘世，
田村欣一，任成元，山口崇夫，
三瓶善康(教室〉
前立腺癌のホルモン療法には種々のものがある
が，いわゆる抗男性ホjレモン療法の効果はよく知ら
れている。われわれの Estrogen単独またはこれに
去勢術を併用したものの成績では 30例中有効 21
例，無効9例で、あった。さらに副腎刻除術下垂体抑
制法の効果につき述べ，とくに下垂体組織内照射法
の有用性に言及した。
追加峰英二(九段坂病院〉
現在 70才以上の高令者について心臓等に合併症
を有する患者に対して，無理に手術療法を行なうこ
となく，女性ホルモンの大量持続療法を行なうこと
により，非常に効果的で、あった症例を認めた。私は
始めにホンパン 500mgを除畢術の直後より 1ない
し2カ月毎日点滴注射を行ない，ついでヘキスロン
内服1日60mgを連続投与し，次第に減量するとい
う方法を行なっている。
発言司会者 
70才位までは一応手術療法を行ないその後にホ
ルモン療法を行なうのが良いと思われる。われわれ
の教室では Lungen metastaseもあり内科で治療
の因っていた患者に対し，ヘキスロンを 30，60，100 
mgと増量投与し 1ヵ月半で Lungen metastaseの
